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In this pap己r. to estahlish a rational sheet deわolld control Illdhod for llexural reinfofced RC 
bcallls with FRP shcct (FRPs)司an applicability of a proposcd sidc-surface reinfofcing method 
with FRPs was investigated based on the experimental results for Fourteen RC beallls. These 
were conducted taking reinforcementもolume ratio of FRPs and reinforcing height of FRPs as 
\ariables under using cross-directional FRPs for rcinforcing síde-surface of RC beam. Results 
ohtaíned frolll thís stud) alピ as follO\\ s: 1) debondinι01' llexural r己inforcingトRPsじan be e汀ピじ，
tívely controlled by bonding FRPs on the side-surface ín thc region of equi-bendíng span and 
rcbar yícld rcgion句2) applyíng the proposed method‘failure Jl10de of debondíng failure type RC 
bealllsじan be shift己d to thc tlcxural faílure t) pe 
Key Jf!orc[s : RC heum， AFRP sheet、pee/ing uctiol7， de/)ul7d仁Ol7tγ'0/ methud 


































これまで種々の研究機関で実施 されている9)�1 ) そ
の方法のーっとして， 曲げ補強シート接着後に同種の
シートを曲げ補強シートの接着端部にU字型に巻付け


























































hcr=Cv+ Ch + Ø/2 Cν 
曲げ補強シート




































は梁高方向および梁軸方向の2 方向とした. また， こ
のような現象が下縁かぶり部と主鉄筋周りにのみ発生









(g/m2) (g/m2) 接着範囲 (mm) 接着範囲
AO 
A90-cr 2方向メッシュ 90 
A140-cr l方向シート 140 87 
A 830 
A280-cr 2層(縦十横) 280 等曲げ区間
A90-h 
(15x25 cm) ( 415 x 2) 
2方向メッシュ 90 十Ll'lI
A140-h l方向シート 140 125 
A280-h 2層(縦十横) 280 
80 
B90-cr 2方向メッシュ 90 
B 140-cr l方向シート 140 87 
B 830 
B280-cr 叫す(縦十横) 280 等曲げ区間
B90-h 
( 15 x 30 cm) ( 415 x 2) 
2方向メッシュ 90 + LVlI 
B140田h l方向シート 140 15 0 










筋 された主鉄筋の上縁から 450 の方向線と梁側面の交
点までと設定した. すなわち，
ん=C\，+Ch十ゆ/2

















の梁高(A : 25 cm， B : 30 cm)を示しており， それに付
随する数値は側面接着シートの目付量 (g/m2)を示し







梁高)は， A およびB試験体でそれぞれ15 x 25 cm， 
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t-1付社 !〉fさ 弾性係数 引張強度 破断ひずみ
(g/m2) (mm) (GPa) (GPa) (% ) 
140 0 .0 965 
2 80 0 .193 
118 2 .0 6  1 .7 5  
415 0 .2 86 





曲げ補強シートには A，B試験体ともに幅13 cm ，目付








副 一 B閉じr I I 
ゴ引ユ
また， 断面高さ方向の接着範囲は， 前述の必要 接着高
さであるhuあるいは梁高の!なまでとした. 側面接
着シートの繊維強化方向を梁軸方向および梁高方向の
2 方向にするため， 2 方向メッシュを1層もしくはl 方
向シートを2 層直交して接着している. なお， 両シー
トの接着面にはシートの付着性能の向上に有効で、ある
ショットプラスト処理 (処理深さ1 '"'-' 2 m m程度)を施
している. 本実験に用いたコンクリートの圧縮強度は
万 二2 7.4MPa ， 軸方向鉄筋D13 ，D1 9の降伏強度はそ れ




写真一 1 には， 本実験の実験状況写真を示している.
本実験における測定項目は， 載荷荷重 ， スパン中央点
変位(以後， 単に変位)およびFRPシート各点のひ
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梁毎に比較して示している. 図-5(a )より， 曲げ補強












している. すなわち， 目付量が14 0g /m 2以上である
814 0 -c r/h， B28 0 -cr/h試験体は， 計算結果を越えた後に
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シートの目付量をそれぞれ 90 ，1 40 g/m 2以上とする必














ためと考えられる. また， 終局時の荷重 と変位に着目
すると， A 90， A2 80 試験体では， 接着高さにかかわら
ずほほ、同程度であるものの， A140 試験体では， 接着高
さの高い-h 試験体の荷重 および変位がcr試験体より
も大きいことが分かる. このことより， 接着高さが低
い A140 -cr試験体の場合にはシート長さが A1 40-h 試
験体よりも短く， シート破断しやすい傾向にあること





圏一6(b) より， B梁の場合もA 梁と大略同様の性状
が見受けられる. すなわち， -h 試験体の場合には -cr
試験体よりも剛性勾配が多少大きく， 最大荷重 時変位
も同等程度であることから， その最大荷重は-c r試験





のように， A ， B梁の-cr試験体の接着高さが七試験










l試験体名 実験結果 計口市古巣 最大 波大 '火験終了時における破壊状況荷重 変位 荷重 変位
(kN) (mm) (kN) (mm) 荷重比 変位比
AO 79.5 37.6 0.90 0.98 曲げ補強シートの剥離
A90-Cl 87.2 41.7 0.98 1.09 !lIUI(liシートが梁軸方向に破断した後， 曲げ補強シートが剥離A 140-cr 91.1 40.8 1.03 1.06 
A280-cr 105.0 46.5 88.6 38.4 1.19 1.21 側面シートの破断と曲げ補強シートの剥離が同時に発生
A90-h 91.6 43.0 1.03 1.12 側面シートが梁軸方向に破断した後， 曲げ補強シートが剥離
八140-h 97.2 45.0 ト10 1.17 側面シートの破断と曲げ補強シートの剥離が同時に発生A280-h 106.7 46.2 1.20 1.20 
BO 80.4 42.8 0.80 0.86 曲げ補強シートの剥離
B90-cr 90.9 43.6 0.90 0.87 側面シートが梁軸方向に破断した後， 曲げ補強シートが剥離B 140-cr 99.9 49.0 0.99 0.98 
B280-cr 109.5 53.5 100.6 50.0 1.09 1.07 側面シートの破断と曲げ補強シートの剥離が同時に発生
B90-h 95.1 46.7 0.95 0.93 側面シートが梁軸方向に破断した後， 曲げ補強シートが剥離





L47平方向 : 対 γ…オ
(11)曲げ補強シート剥離後�支点方向 将五一一「 (111)曲げ補強シート華IJ離後 。ii)曲げ補強シート華IJ離後Iι竺!?向 .. …自|


















例として， AO， A90/ A2 80 -c r試験体に関する載荷点近傍
下縁かぶり部の状況を各変位時について示している.
ここで， AO試験体に関しては， (i )曲げ補強シート剥離
- 1055 -
|載荷位置 ! !主鉄筋降伏領域Lyu 一一一 計算結果一一一実験結果
会 (i)曲げ補強シート剥離直前
。::::.- 2.0 












とさ (ii)曲げ補強シート剥離直前 520!lり曲(f補強?ートI華l離直前 l 乙 2.0"....，����，.....".-��� 
I Pニ80.1 kN I 
母1.5 r . l j 
IPニ 103.0kN I 
母1.5t k�' 一_.�
... • j
い1.0ト �小ザ'1'\八 i い1.0ト ーパ- 1--ヘ 1 
� 0.5 f〆 、'\ j 
引 Oよι .......人
総
凸0.5 f /� \ j 
叫! 0 よ --... I 鰍
実 (ii)曲げ補強シート剥離後 :? (iii)曲げ補強シート剥離後 :? (i尚曲げ補強シート剥離後
01 ト ーl' 1 52 0  1 1 ミ2.01 '1 一 l 
e苦1.5 t j母1.5 t j 必 1.5 t j 
い1.0f I L 1い1.0 f 1 い 1 .0 f I I 1 
� 0.5 f 八!パヘ j � 0.5 f j 凸0.5 f 1. /γ\ j 制 ハ| 八j\v I '--..._下| 制 ハ| �←�ハ�| 制 ハ l =，c:vr"-./ I トLよ
献 立与v 6 蹴 V6- 6 欲 v
(a)AO試験体 (b) A90-cr試験体 (c) A280-cr試験体
図-7 曲げ補強シートの軸方向ひずみ分布性状(AO， A901 A280-cr試験体)
直前， および(ii)曲げ補強シート剥離後について示し，
A9 01 A280-cr試験体に関しては， (i ) A O試験体のシー










のような状況は， 前述の 図- 1 に示したモデル図とほ





















様， AO試験体のシート剥離直前の変位時(i )には， 側
面接着シートの損傷や曲げ補強シートの部分剥離は見
られない. また， 曲げ補強シートの剥離直前時(ii )に
は， A9 0-cr試験体の場合と異なり， 側面接着シートの
破断は見られない. また， この時点における A280-cr
試験体の荷重 レベルは， A9 0-cr試験体のそ れよりも20











回一7には， 写真一2と同様， A O， A9 01 A280-cr試験
体に閲する各変位時のひずみ分布性状を示している.
なお， ひずみ分布の計算結果は， 前述の断面分割法に
より算出したものである. 図より， A O試験体の場合に






分かる. 一方， A90/ A28 0-cr 試験体の場合には， A O試
験体のシート剥離時と同一変位時( i) において等曲げ
区間の実測ひずみが計算ひずみに比較して多少小さい




A90/ A28 0-cr 試験体の曲げ補強シート剥離直前時点




りも大きい. これは， 側面接着を施すことにより， 曲
げ補強シートの部分剥離発生後も側面接着シートがそ
の全面剥離に抵抗していることを示しているものと考
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